


総合研究大学院大学長
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　普通の大学を４年で卒業して、更に高度な教育を受けるには、

大学院に進学します。独立して大学院だけを開設している大

学が大学院大学で、国立大学法人には４校ありますが、１９８８

年に最初に設立されたのが本学です。我が国トップ・レベルの

研究機関が世界水準の研究者を育てるので、研究大学院と

名付けられました。それも、本学の基盤となっている研究機関

が人文系、生命系、理工系、などと幅広い学問分野にわたる

ので、総合研究大学院大学が正式名称ですが、しばしば総

研大と略しています。最近まで後期博士課程だけを置いてい

ましたが、現在文化科学研究科を除く理系５研究科では、一

般大学の学部卒業相当以上の学歴・研究歴を持っている人

達に、５年一貫制の博士課程を開設しています。既に社会で

活躍中の方 な々ど、能力が飛び抜けて高い人の場合には、い

わゆる「飛び級」で、５年制に入っても３年で博士の学位を取

得することが可能です。国が設置している研究機関で大学

院教育を行う本学のような仕組みは、学問が高度化していく

中で、益々重要になってくると思われます。ここ二三年の間に、

韓国や中国でも日本のこの方式に学んで、同様な仕組みの大

学院大学を次 に々発足させました。 

　総研大の本部は神奈川県の葉山町に在って、大学本部事

務と先導科学研究科の２専攻が置かれています。そのほか

の専攻は全国に分散していて、見方によっては、岡崎が総研

大の最大拠点と言えそうです。岡崎には、機能分子科学専攻、

構造分子科学専攻、生理科学専攻、基礎生物学専攻と、本

学の４専攻が集中していて、現在１５０人近くの大学院生がい

ます。これを担当する約２００人の教員は皆、岡崎の３研究所

の優秀な先生方です。例えば、基礎生物学研究所の大隅良

典先生は、今年の日本学士院賞を受賞されました。このように

優れた研究者が学生指導に当たっておられるため、岡崎拠

点は多くの有為な人材を輩出してきました。分子科学研究所

を今年定年退任された北川禎三先生は、実に１６人もの博士

号取得者を育てられ、本学のレコード・ホルダーです。 

　国際的にも名の知られた我が国トップ・レベルの研究機関

が本学の基盤になっているので、大学院教育の現場で多くの

国際研究集会が開かれ、また、国際共同研究が推進されて

います。海外の大学で「総研大レクチャー」も開講しています。

外国からの留学生を迎え入れるために、４月入学・３月修了と

いう一般的な学年に加えて、１０月入学・９月修了という学年も

設定されています。本学は留学生の受け入れ以外にも、日本

学術振興会を通して、毎年夏季の２ヶ月間、アメリカ、カナダ、イ

ギリス、フランス、ドイツの先進５カ国から、１００名以上の大学

院生、学位取得者を日本に招待し、我が国の研究現場を体

験してもらうプログラムの窓口も務めています。今年は２名が

岡崎地区に滞在しましたが、体験報告会で聞いた範囲でも、

岡崎地区の印象・評判は大変良いものでした。また、岡崎市

民の皆さんは、国際交流・親善に力を入れておられて、本学の

留学生もお世話になっていると伺っています。 

　今までの号で紹介のあった核融合研究所や国立天文台も

総研大の基盤機関です。国立天文台のハワイ観測所にいて

「すばる」望遠鏡で観測している学生もいます。また最近は、

極域科学専攻の学生で南極の昭和基地まで出かけて研究

をする学生も出てきました。宇宙科学専攻の学生は、人工衛

星やロケットのプロジェクト・チームに加わって研究を進めてい

ます。人文系の基盤機関では、研究資料を収集するためのフィー

ルド・ワークが国内外で展開されていて、本学の大学院生の

研究生活は、地域を問わず、広範囲に渡って行われています。

岡崎地区の皆さん方有志で、総研大の基盤機関巡りを企画

なされば、喜んでお世話したいと思います。 
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沿革
　総合研究大学院大学は、基礎学術分野の総合的発展と高度な研究的資質を備えた知的市民の育成を目

指して、大学院学生の教育を行うために、１９８８年に設立されました。初代学長には、現在、日本学士院長の長

倉三郎先生が就任。当初は、分子科学研究所、高エネルギー加速器研究機構、物質構造科学研究所、統計

数理研究所、国立遺伝学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所の７つの大学共同利用機関を基盤とし

てスタートしました。その後、１９８９年国立民族学博物館、１９９２年に国際日本文化研究センター、国立天文台、

核融合科学研究所、１９９３年国立極地研究所が加わりました。１９９５年分子科学研究所出身の廣田榮冶

先生が２代学長に就任。１９９９年に国立歴史民俗博物館、素粒子原子核研究所、２００１年メディア教育開発

センター、２００２年に国立情報学研究所、２００３年に国文学研究資料館、JAXA宇宙科学研究本部が加わり、

現在１８の機関が総合研究大学院大学の基盤となっています。１９９５年から神奈川県三浦郡葉山町の湘南

国際村に大学本部を置き、２００４年４月より法人化されて、国立大学法人総合研究大学院大学となりました。 
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　総研大では、大学共同利用機関との緊密な連係・協力体制を生かし、各専門分野を横断した「総

合型教育研究」を行うことを特徴としています。各基盤機関間での共同研究や学術交流を積極的に

推進し、学問の総合化や従来の学問領域の枠を越えた新しい学問分野の創出を目指しています。

本学はそれぞれの学問分野で高度で先端的な教育研究を行うとともに、分野を超えた諸分野の研究

者と交流できる日常環境にあり、その特色を生かした多数の行事が用意されています。 

　欧米諸国の博士号取得前後の若手研究者を本学が連携・協力する大学共同利用機関

等や大学との協力のもとに受け入れ、一定期間研究に携わり日本の教育研究体験と若手研

究者との交流等により、教育の国際化と各国との学術交流を図ることを目的として実施して

います。 

　教員が主体となり、学外からの参加も得て、特定の先進的・創造的な研究テー

マについてディスカッションし、新しい学問分野を開拓することを目的として実施し

ています。 

　総研大は５年間で一貫した博士教育を行うだけでなく、後期3年間の博士教育を併設したユニークな博士教育制度を導入して

います。学部卒業者だけでなく、修士課程修了者や多様な学歴と経験を有するチャレンジ精神のある学生を受け入れて、学生個

々の事情に対応する新しい研究大学院を目指しています。 

入学者状況（平成18年度） 修了生の進路先状況と職務状況（平成3年～17年度）

　学生が主体となって計画し、各研

究科・専攻に共通する教育研究に関

する諸課題について、招待講演者を

中心に学生及び教員等による意見

発表、討議等を行い、相互の理解を

深めるとともに幅広い視野を身につ

けることを目的に実施しています。 

　学生セミナーは、春と秋の入学式の後に開催される総研大の重要なイベントの

一つです。名称に「学生」が付くように学生自身が企画します。 

　今年の秋の学生セミナーは、実行委員会発足から８ヶ月の間に数回の会議と２

００近いメールでのやり取りを行い、委員全体のチームワークによって無事に終

えることが出来ました。セミナーでは、様々な講演や討論会などが行われました。

また、学生同士の交流を深める目的で水ロケットの飛ぶ原理と簡単な作り方を学

んだ後に実際に作って飛ばしてみました。理系の学生も多いので、学生チームの

水ロケットがよく飛ぶだろうと思っていたら、学生の水ロケットは上手に飛ばず、

先生達の作製した水ロケットが基本に忠実（バランスが取れている、丁寧に作製

されている、角度と飛行距離も計算されている等です）で、きれいに飛びました。

先生、さすがです！！という結果になりました。 

フリーディスカッション風景 討論風景 ポスターセッション

基礎生物学研究所　S．T．

　私は分子科学研究所で総研大生として研究をしています。どのような研究をしているのかというと、二酸化炭素を電

気の力を用いてメタノール（アルコール）に変換する反応の、触媒を開発しています。触媒とは、それ自身は反応の前後

で変化しませんが、反応の効率を高める物質のことを言います。でも、なぜこのような研究をしているのか、わかりにく

いでしょうから説明します。二酸化炭素を電気で変換することで出来たメタノールからは、逆にこれを燃料電池の燃料

に用いることで、電気を取り出すことが出来ます。つまり、電気を使って作ったメタノールから電気を取り出せるわけ

ですから、メタノールは電気の貯蔵庫になるのです。現在、発電されながら、使われることもなく無駄になっている電気

があります（例えば、夜間に発電される電気）。無駄になっている電気をメタノールに貯めておいて、好きな時に使える

ようになれば、電気の無駄は大幅に減らすことが出来ます。このように、エネルギーの有効利用を夢見て、私は研究をし

ています。 

　このように、夢のような技術を研究しているわけですので、普段の研究では、思ったとおりの結果はなかなか得られ

るものではありません。しかし、結果は出さなければならないので、毎日の生活はハードなものになります。平日はほぼ

一日中、研究所で実験や測定をしているような感じです。でも、これは自分で選んだ生活ですので、不満は持っていませ

ん。逆に、自分の本当に達成したいと思う目標に対して、思う存分時間を費やすことが出来るわけで、私は大変に恵まれ

ていると思っています。 

　最後に、私は総研大生として岡崎に来て1年半になります。初めての一人

暮らしでしたので、来る前は不安でしたが、実際に生活を始めてみると、と

ても暮し易いところでした。イオンなどの大型商業施設があり、交通機関も

整っているので、買い物には苦労しません。そして、たまにリラックスをし

たくなったときには、少し市街地を離れるだけで、とても自然が豊かです。

研究所の先輩に森の中に連れて行ってもらって見たホタルは、岡崎でのよ

い思い出になっています。 

分子科学研究所　T．F．
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計
66校
115名

計
66校
115名

外国大学・
研究機関
9％

民間企業
4％






